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平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

2016 年 3 月期決算概況につきご報告いたします。

2016年3月期は、政府の景気対策等の効果が一定量あり、

緩やかながらも回復傾向でありました。一方、個人消費は持

ち直しが見られましたが、低い伸びにとどまり不透明感が

増しました。

このような状況下、当社グループはパソコン、スマート

フォン、タブレット等のインターネットデバイスの販売強

化と関連サービスを積極展開いたしました。商品からサー

ビスをワンストップで提供する「スマートライフパート

ナー化」を継続しております。

店舗展開においては、東京都及び神奈川県の既存店を中

心に、サービス販売に重点を置いた「ピーシーデポスマート

ライフ店」への改装を行いました。さらに東京都心部に

「ピーシーデポスマートライフ青山店」（東京都渋谷区）、

「ピーシーデポスマートライフ麻布十番店」（同港区）の新規

出店を行いました。その結果、2016年3月末時点でピー

シーデポスマートライフ店は25店舗となりました。

ソリューションサービス販売においては、インターネット

デバイスにクラウドサービスやコンテンツサービス等を併

せて提供するソリューションサービス化を推進しました。平

成27年2月に開始した光回線のFVNOの販売を本格化、

「格安スマホ」と呼ばれるスマートフォンとMVNOを合わせ

た商品に、サポートサービスを加えて提供する「JUST 

PRICE FON（新ブランド）」の立ち上げを行うなど、回線・

機器・サポートを合わせた総合的なサービスの提供を行っ

ております。

既存店における売上高は前年比99.2％、ソリューション

サービス売上高は同125.0％、売上総利益は同112.6％

と順調に推移いたしました。費用の面では、サービス販売の

増加に伴い、サービス商品に対応するスタッフの確保を進

めた結果、人件費が増加し、販売費及び一般管理費は同

107.5％となりました。

また、社内の内部統制基本方針に基づき、ガバナンスの強

化、コンプライアンスの徹底を継続しております。当社グ

ループの経営成績、株価及び財政状態に影響を及ぼすリス

ク要因について、検討・対処を継続的に行いました。今後も

より一層内部統制の充実を図ってまいります。

以上の結果、当社グループ売上高は517億84百万円（前

年比 1.0％増）、営業利益は 43 億 14 百万円（同 39.7％

増）、経常利益は43億66百万円（同36.2％増）、親会社株
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今期の見通しと当社の方針について
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2016年3月期　決算のご報告

代表取締役社長

主に帰属する当期純利益は28億67百万円（同47.7％増）

と営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は

いずれも3期連続過去最高となりました。

今期の見通しにつきましては、世界経済の状況や、為替な

ど不透明要素がございます。当社の主力商品であるパソコ

ン、タブレットやスマートフォン等を含むIoT（モノのイン

ターネット化、Internet of Things）環境は進化し、それを

背景にスマートデバイスを便利に使用するためのサービス

の需要は引き続き増加すると思われます。今年度において

も当社グループは、インターネットデバイスの取り扱いを

強化し、インターネットデバイスを使用される方のお困り

ごとを解決すべく対応の強化を継続します。スマートフォ

ンにおいては、当社オリジナルスマートフォン「JUST 

PRICE FON」を立ち上げ、単なる「格安スマホ」ではなく、

使用する上でのサポートを実施し、あらゆるシーンでのお

困り事に対する解決策や、便利さを提供し、スマートデバイ

スから身近なIoT機器に至るまで、サポート領域を広げてま

いります。

店舗展開においては、インターネットデバイスの多様化

等によるサービスに対する需要対応を中心に進めてまいり

ます。PC DEPOT既存店活性化として、「PC DEPOT」の

店舗を「ピーシーデポスマートライフ店」に５～７店舗改装

することを計画しております。新規出店については、「ピー

シーデポスマートライフ店」を都心部中心に4店舗程度、家

電量販店にインショップ出店している「PC DEPOTパソコ

ンクリニック」を5店舗程度計画しております。

2017年3月期の通期連結業績見通しは、連結売上高

540億円、連結営業利益49億20百万円、連結経常利益

50億円、親会社株主に帰属する当期純利益33億70百万

地域になくてはならない会社をめざして

株主の皆さまへ
円を計画しております。また当社グループは、中期経営目標

として売上高経常利益率10％、ROE15％以上を掲げ、企

業価値向上を図ってまいります。

当社グループは、地域の皆様の「年齢、性別、所得、居住地

域等」により発生する情報格差（デジタルデバイド）を店舗

を通じて解消することが使命であるというCSRの基本方

針を定めております。そうした考えのもと、店舗の品質管理

や商品・サービスの拡充を図り、より多くの方に当社を利

用いただきインターネットデバイスとインターネット・

データ・ネットワークの安全性向上に努めるなど、CSRの

視点に立った経営を推進いたします。

また、このたび当社株式が東京証券取引所市場第一部へ

の指定をいただき2015年11月5日をもちまして、市場

変更しましたことを改めてご報告いたします。これもひと

えに、これまでお力添えをいただきました株主の皆様から

の温かいご支援の賜物と心より感謝申し上げます。株主の

皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。

2016年6月
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（2016年3月期）
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（2015年3月期）

（百万円）（百万円）

前年比
増減率

連結売上高

連結営業利益

連結経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

51,784

4,314

4,366

2,867

+ 39.7％

+ 36.2％

+ 47.7％

51,285

3,089

3,205

1,941

+ 1.0％

2016年3月期 決算概況 

ピーシーデポグループの主なニュース

東証一部に上場

・新規出店　3店舗

ピーシーデポスマートライフ青山店

ピーシーデポスマートライフ麻布十番店

ピーシーデポスマートライフ東海店

2015年12月

2016年  3月

・既存店改装　7店舗

・トピックス

ピーシーデポスマートライフ三鷹店

ピーシーデポスマートライフ湘南台店、

稲城若葉台店

ピーシーデポスマートライフ東大和店

ピーシーデポスマートライフ西新井店、

環七奥戸店、十日市場店

2015年  6月

9月

11月

2016年  3月

セカンドキャリア（シニアスタッフ）採用

Windows 10アップグレードの対応につい

て店頭緊急無料点検並びに緊急対応を実施 

新業態店を IoT 対応に発展させた、新フォ

ーマット店として開店（東京都稲城市）

証券アナリストによるディスクロージャー

優良企業選定

新興市場銘柄部門で「優良企業」に選定

市場第一部銘柄に指定

都心部初出店（東京都渋谷区）

都市型小型店舗フォーマットを開発「ピー

シーデポスマートライフVer.０」開店（2

号店東京都港区）

2015年  6月

8月

9月

10月

　　

11月

12月

2016年  3月

2016年3月期の売上高、営業利益、 経常利益、親会社株主

に帰属する当期純利益において、前年を上回り、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも３期

連続過去最高となりました。

2015年11月5日、東京証券取引所JASDAQ市場から同

市場一部銘柄に指定されました。今後も、皆様のご期待にお

応えするべく、企業価値の向上をめざし、地域になくてはな

らない会社となっていく所存です。株主の皆様におかれまし

ては、今後ともより一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお

願い申し上げます。

ピーシーデポスマートライフ
青山店

（2015年12月4日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
西新井店（既存店改装）

（2016年3月12日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
東海店

（2016年3月12日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
環七奥戸店

（2016年3月18日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
十日市場店（既存店改装）

（2016年3月25日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
麻布十番店

（2016年3月25日 開店）

出店店舗紹介

店（うちFC 3店）

店

店

（2016年4月1日現在）
総店舗数126店

ピーシーデポ店舗情報

PC DEPOT

ピーシーデポスマートライフ店

PC DEPOT パソコンクリニック

44
25
57 www.pcdepot.co.jp/shop

検索
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ピーシーデポスマートライフ
環七奥戸店

（2016年3月18日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
十日市場店（既存店改装）

（2016年3月25日 開店）

ピーシーデポスマートライフ
麻布十番店

（2016年3月25日 開店）

出店店舗紹介

店（うちFC 3店）

店

店

（2016年4月1日現在）
総店舗数126店

ピーシーデポ店舗情報

PC DEPOT

ピーシーデポスマートライフ店

PC DEPOT パソコンクリニック

44
25
57 www.pcdepot.co.jp/shop

検索
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下期 通期上期

（百万円）

連結売上高

連結営業利益

連結経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

28,700

2,660

2,700

1,820

54,000

4,920

5,000

3,370

25,300

2,260

2,300

1,550

2017年3月期見通し

2017年3月期　営業方針

当社オリジナルブランドによる格安スマホの販売  「新価値」拡大「JUST PRICE FON」始動

2017年3月期　業績予想

ハード、MVNO、サービス等を合わせた新ブラン

ド「JUST PRICE FON」の販売

クラウドサービス、デバイスロックなど、安心・

安全のサービス商品の開発、IoT整備を進める

Windows VISTA などのサポート終了による、

ニーズ増に対応する技術体制を強化

「ピーシーデポスマートライフVer.0 / Ver.1」の

新規出店、既存店改装、Ver.2テスト運営継続

ルーター、クラウドなど、独自技術開発と知財確保

2017年3月期の通期連結業績見通しは上記のとおりであ

り、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益

は4期連続過去最高益を達成する予想をしております。当社

グループは、中期経営目標として売上高経常利益率10％、

ROE15％以上を掲げ、企業価値向上を図ってまいります。

4

3

2

1

5

今後の店舗展開

東京都心部を視野に入れピーシーデポスマートライフ店４店

舗を出店する計画です。また、ピーシーデポスマートライフ

店への改装も５～７店舗計画しています。また家電量販店に

インショップ出店している「PC DEPOTパソコンクリニッ

ク」を5店程度計画しています。インターネットに関する潜

在的需要に対し、より多くの方にサービスをご利用していた

だくために、店舗網の拡大に努めます。

ピーシーデポスマートライフららぽーと豊洲

紀伊国屋書店内店（仮称）（6月24日 プレオープン）

【出店】 都心出店含む【出店】 都心出店含む

出店重点地域出店重点地域
新宿区新宿区 渋谷区渋谷区 中央区中央区 品川区品川区港区港区 千代田区千代田区

４店舗４店舗合計合計 【改装】 ５～７店舗【改装】 ５～７店舗

スマートライフ３フォーマットによる出店スマートライフ３フォーマットによる出店

店舗形態（参考店舗） 坪　数

Ver.0（青山等）

Ver.1（碑文谷等）

Ver.2（稲城若葉台）

Ver.0（青山等）

Ver.1（碑文谷等）

Ver.2（稲城若葉台）

100坪未満

100～300坪

450坪以上（テスト中）

100坪未満

100～300坪

450坪以上（テスト中）

西馬込店
（大田区）

麻布十番店
（港区） 環七奥戸店

（葛飾区）

青山店
（渋谷区）

碑文谷店
（目黒区）

世田谷砧店
（世田谷区）

三鷹店
（三鷹市）

西新井店
（足立区）

2017年３月期の出店計画について

出店
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財務ハイライト財務諸表（要約）

資産の部

　流動資産

　固定資産

資産合計

負債の部

　流動負債

　固定負債

負債合計

純資産合計

負債純資産合計

（単位:百万円）

（単位:百万円）

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
2012年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2016年3月期
2016年3月31日現在

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

516

△970

2,837

4,754

（単位:百万円）
自2015年4月 1 日
至2016年3月31日

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

25,652

9,622

35,275

12,271

1,347

13,618

21,656

35,275
（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

3,028

466

1,200

2,384

　パソコン本体等

　周辺機器

　アクセサリ・サプライ

　ソフト

　中古品・その他

商品売上高計

　ロイヤリティー他収入

　ソリューションサービス売上高

パソコン等販売事業計

インターネット関連事業計

合計

6,218

6,882

3,173

771

8,715

25,761

110

24,644

50,516

1,267

51,784

（単位:百万円、％）
自2015年4月 1 日
至2016年3月31日

△33.8

△12.8

△4.8

△23.4

2.5

△14.5

△20.3

25.0

1.1

△3.3

1.0

増減率

増減額

5,732

286

6,018

624

△1,081

△457

6,475

6,018

増減額

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨て、比率は小数点第二位を四捨五入して表示しております。

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等
の支払、売上債権の増加額がありましたが、税金等調整前当期純利益、減価償却費、たな
卸資産の減少により5億16百万円の増加となりました。

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産
の取得による支出及び敷金及び保証金の差入による支出により９億70百万円の減少と
なりました。

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入
金の返済による支出及び長期借入金の返済による支出がありましたが、短期借入れに
よる収入、株式の発行による収入により28億37百万円の増加となりました。

【ソリューションサービス売上高】 顧客の潜在的な需要に応えることにより、プレミア
ムサービス（月額会員制保守サービス）やサービスと商品をセットにした、月額会員制
サービス一体型商品の売上は増加しました。結果、ソリューションサービス売上は順調
に推移いたしました。

【資産の部】 プレミアムサービス、サービス一体型商品の販売による売掛
金等が増加しました。

【負債の部】 長期借入金が減少しました。

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨て、比率は小数点第二位を四捨五入して表示しております。

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

税金等調整前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

51,784

22,147

17,832

4,314

4,366

4,458

2,867

1.0

12.6

7.5

39.7

36.2

40.6

47.7

（単位:百万円、％）
自2015年4月 1 日
至2016年3月31日 増減率

【売上高】ソリューションサービス売上高が伸長しました。
【販売費及び一般管理費】ソリューション販売の増加に伴う人員確保を
積極的に行い、人件費が増加いたしましたが、その他の経費の適正化を
図りました。

2016年3月期

2016年3月期

2016年3月期

連結貸借対照表 売上高

商品別売上高

連結キャッシュ・フロー計算書

連結損益計算書

2015年3月期
2015年3月31日現在

19,920

9,336

29,257

11,647

2,428

14,075

15,181

29,257

51,285

19,676

16,586

3,089

3,205

3,171

1,941

自2014年4月 1 日
至2015年3月31日

2015年3月期

△2,512

△1,436

1,637

2,370

自2014年4月 1 日
至2015年3月31日

2015年3月期

9,387

7,889

3,332

1,006

8,501

30,116

138

19,720

49,975

1,310

51,285

自2014年4月 1 日
至2015年3月31日

2015年3月期

（単位:百万円）
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経常利益

（単位:百万円）
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0
2012年
3月期
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3月期

2014年
3月期
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3月期

2016年
3月期

親会社株主に帰属する当期純利益

（単位:円）

※ 2014年3月期に、当社普通株式の売買単位を100株にすることを目的とした、
　 1：100の株式分割を実施しております。
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総資産
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自己資本比率
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23,238

9,563 9,774
13,464

15,181

21,65622,933

27,138
29,257

35,275

933

2,411

3,205

280

1,275.62

2,038.35

69.21 51.11 71.75

40.7 42.5
49.5

61.3

445

1,554

1,941

2,867

4,36651,353 53,816 51,285 51,784

51.8
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※ 2014年3月期に、当社普通株式の売買単位を100株にすることを目的とした、
　 1：100の株式分割を実施しております。
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株式の状況 会社概要／株主メモ

毎年3月31日現在の株主名簿に登録

された、100株以上ご所有の株主様

に対して、当社にて使用できる株主

優待券を年1回、以下の基準により

贈呈させていただいております。

本株主優待券は、PC DEPOT 各店、

ピーシーデポスマートライフ店各店、PC DEPOTパソコンクリニック各店、

PC DEPOTインターネットショップ、トータルサービスコールセンター

（郵送受付）にてご利用いただけます。

株主優待券

配当実績

100株以上
400株以上

1,000株以上
5,000株以上

10,000株以上
40,000株以上

100,000株以上

2,000円相当

4,000円相当

6,000円相当

20,000円相当

40,000円相当

100,000円相当

140,000円相当

1,000円相当

2,000円相当

3,000円相当

10,000円相当

20,000円相当

50,000円相当

70,000円相当

B 技術サービス優待所有株式数 A 買物優待

株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式総数
株主数

133,500,000株
43,852,000株

2,759名

（2016年3月31日現在） （2016年3月31日現在）

（2016年6月23日現在）

株主名

ティーエヌホールディングス株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

野島　隆久

株式会社みずほ銀行

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口）

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE-HCR00

株式会社ケーズホールディングス

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）

9,000,000

4,754,400

4,319,100

4,215,800

1,182,000

1,005,800

955,300

860,800

840,000

796,800

20.62%

10.89%

9.89%

9.66%

2.70%

2.30%

2.18%

1.97%

1.92%

1.82%

持株数（株） 議決権比率

大株主

所有者別分布状況

金融商品取引業者
0.54%

その他法人
24.38%

自己名義株主
0.43%

外国法人等
15.61%

当社は財務体質の強化と内部留保の充実を考慮し、連結配当性向20％程

度を目安に長期にわたり、安定した配当による利益還元の継続を基本方針

としております。

2016年３月期は、１株当たり第２四半期配当金5円、期末配当金6.5円

とさせていただきます。

1株当たり配当額（円／株）

（円）

期末

10.0

15.0

5.0

0

第2四半期末

会社概要

役員一覧

株式会社ピーシーデポコーポレーション

インターネットデバイス・ネットワーク総合専門店の

PC DEPOT、ピーシーデポスマートライフ店および

パソコン修理・技術サービスを提供するPC DEPOT

パソコンクリニックの直営・FC本部の経営

〒222-0033　横浜市港北区新横浜三丁目1番地9 

TEL 045-472-7795（代表）

1994年8月

1999年10月

47億3,761万円

777人（連結）

株式会社イージェーワークス

株式会社ピーシーデポストアーズ

商 号

事 業 内 容

本 社 所 在 地

会 社 設 立

株 式 上 場 日

資 本 金

社 員 数

連結対象子会社

代表取締役社長

専 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

野島　隆久

齋藤　秀樹

島野　孝之

田中　伸幸

篠﨑　和也

松尾　裕子

山口　司

石原　潤一

社 外 取 締 役

社 外 取 締 役

社 外 取 締 役

社 外 取 締 役

常 勤 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

髙山　秀廣

井澤　秀昭

大林　厚臣

福田　峰夫

石井　雅之

山本　和夫

西村　将樹

野口　誉成

株主メモ
毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

9月30日または3月31日

また、同日以外は取締役会決議により基準日を決定いた

します。

電子公告により行います。

（ホームページ：http://www.pcdepot.co.jp）なお、事

故やその他やむを得ない事由によって電子公告による

公告をすることができない場合は日本経済新聞に掲載

いたします。

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号

三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部

TEL 0120-232-711（フリーダイヤル）

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

公 告 の 方 法

同 連 絡 先

IRサイトのご案内

http://www.pcdepot.co.jp/co_ir/
「トップQ&A」では、毎月社長
より当社の戦略や事業につい
てお答えしております。

ご登録いただいた皆様に、当社 IR
に関する新着情報を E メールで
お知らせいたします。ご登録は無料。

「ピーシーデポIRメール配信」
 IRサイトより登録受付中！

2017年3月期
（予想）

※ 2013年10月1日付の株式分割に伴う影響を加味し遡及修正をした数値を掲載しております。

2015年3月期2014年3月期 2016年3月期

金融機関
35.80%

個人・その他
23.25%

8.5
5.0

3.5

10.0
5.0

5.0

11.5
6.5

5.0

13.0
6.5

6.5 株主名簿管理人・
特別口座管理機関

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
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株主の皆さまへ
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